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船舶事故調査報告書 

 

                             平成２５年３月２１日 

                      運輸安全委員会（海事専門部会）議決 

                         委   員  横 山 鐵 男（部会長） 

                         委   員  庄 司 邦 昭 

                         委   員  根 本 美 奈 

 

事故種類 転覆 

発生日時 平成２４年９月２日（日） １１時００分ごろ 

発生場所 佐賀県唐津市星賀
ほ し か

港北西方沖（日比
ひ び

水道） 

 唐津市所在の肥前宮埼
ひぜんみやさき

灯台から真方位３０５°２５０ｍ付近 

（概位 北緯３３°２７.２′ 東経１２９°４６.９′） 

事故調査の経過  平成２４年９月３日、本事故の調査を担当する主管調査官（長崎事

務所）ほか１人の地方事故調査官を指名した。 

原因関係者から意見聴取を行った。 

事実情報 

 船種船名、総トン数 

 船舶番号、船舶所有者等 

 Ｌ×Ｂ×Ｄ、船質 

 機関、出力、進水等 

 

モーターボート 優
ゆう

釣
ちょう

丸 

 ２９０－６２１６６佐賀、個人所有 

 ２.８４ｍ（Lr）×１.３６ｍ×０.５７ｍ、ＦＲＰ 

 ガソリン機関（船外機）、３.７０kＷ、平成２３年１０月２４日 

（第１回定期検査） 

 乗組員等に関する情報 船長 男性 ５２歳 

 二級小型船舶操縦士・特殊小型船舶操縦士・特定 

  免許登録 日 昭和５６年７月１６日 

免許証交付日 平成２４年１月１７日 

         （平成２９年１０月１０日まで有効） 

 死傷者等 なし 

 損傷 船外機に濡損 

 事故の経過  本船は、船長が１人で乗り組み、同乗者２人を乗せ、長崎県松浦市

鷹島
たかしま

宇
う

毛
げ

岩鼻
や は な

沖の２つの沖防波堤の間で釣りを行っていたが、午後か

ら波が高くなる予報であり、沖の方で白波が見え始めたので、平成２

４年９月２日１０時３０分～４０分ごろ釣りを終えて唐津市犬頭
いぬがしら

の

船だまりに向けて帰途についた。 

本船は、船尾のトランサムが低いので、船長が、後方からの波を受

けないよう、約１～２ノットの速力で適宜に蛇行しながら肥前宮埼灯

台に向けて南東進した。 

本船は、肥前宮埼灯台北西方沖で右転して陸岸沿いを南進中、１１

時００分ごろ、突然、船尾方から高いうねりを受けて船体が前方に傾

き、海水が船首から船内に流入して右舷側に転覆した。 

船長及び同乗者は、星賀港から唐津市向
むく

島に向かう定期船に救助さ
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れ、航行中の漁船に移乗したのち、本船は、同漁船により星賀港にえ
．

い
．
航された。 

 気象・海象 

 

気象：天気 晴れ、風向 北北西、風速 約５m/s、視界 良好 

海象：風浪 なし、うねり 北、波高 約１ｍ 

 その他の事項 

 

 本船には、船長が船尾側に、同乗者Ａが中央に、同乗者Ｂが船首側

にそれぞれ座り、いずれも前方を向いていた。 

 船長は、本事故当日、午後から波が高くなる予報であったことか

ら、なるべく早く陸岸に接近し、風を避けながら陸岸沿いを帰航しよ

うと考えていた。 

 船長は、地元の漁業者から、本事故発生海域は、北風が強くなって

くると急に荒れることを聞いていた。 

本事故発生海域の日比水道は、陸岸に向かって水深が急激に浅くな

っている。 

 気象庁ホームページによれば、うねりは、水深の浅くなっている海

岸付近では、海底の影響を受けやすく、風浪よりも波が高くなりやす

い性質を持っているので、沖から来たうねりが急激に高くなることが

ある。 

 船長及び同乗者は、救命胴衣を着用していた。 

分析 

 乗組員等の関与 

 船体・機関等の関与 

 気象・海象の関与 

 判明した事項の解析 

 

あり 

なし 

あり 

 本船は、星賀港北西方沖を陸岸に沿って南進中、船長が船尾方から

のうねりの接近に気付かなかったことから、船尾方からのうねりを受

けて船体が傾斜して海水が船内に流入し、転覆したものと考えられ

る。 

原因  本事故は、本船が、星賀港北西方沖を陸岸に沿って南進中、船長が

船尾方からのうねりの接近に気付かなかったため、船尾方からのうね

りを受けて船体が傾斜して船内に海水が流入し、転覆したことにより

発生したものと考えられる。 

参考 今後の同種事故等の再発防止に役立つ事項として、次のことが考え

られる。 

・海面の状況も把握しながら見張りを行い、安全な航行に努めるこ

と。 

 




